
う工夫を主体的に行う姿が見られた。このような変化は，自己理解の変容に関連していると考える。

すなわち，教師から受けた評価をそのまま自己評価として取り込むことによって，課題意識が高ま

り望ましい行動の振る舞い方を認識するようになった。その結果,行動基準が明確になり主体的な

行動が引き起こされ,更に社会的視点を得るような変化が生じたと思われる。 

②実習を通した自己理解のプロセス（10～11 月期）：生徒 C は, 第 2 回校内実習と現場実習を経て，

他者の影響を受け，他者との関わりから自己を捉える傾向がより強くなった。生徒 Cは，職場体

験で自分の思っていた成果と反対の評価を受けたことに大きな落胆を見せたことや，現場実習で指

導員から「安全に気を付けること」について注意を受けたことを強く印象に残していることから，

他者からの否定的な評価に敏感であることがうかがえた。これは，実習を含めたこれまでの経験か

ら，否定的な評価こそが自己の改善すべき課題であることを強く認識しているからだと思われる。

また，生徒 Cが，教師から受けとった助言から課題を意識し，課題達成後に「（課題のあった作業

を）好きになっちゃった」と，自信に繋がった経験を語ったことから，他者からの助言が自己の肯

定的発展に繋げられるものだという認識が,生徒 Cの中に生じている可能性も考えられた。 

③実習前後（5月～12月）の自己理解の傾向の変化：半年にわたる実習経験を経て，生徒 Cは自

身の生活面・作業面について全般的に高い評価をするようになり，またそれは教師評価も同様の傾

向を示していた（表 1）ことから，自己評価の傾向は適切であると考える。ただし,「日常生活の

力」「対人関係の力」においては，5月と比較して 12月の自己評価と教師評価の差が開いているこ

とがわかった（表 2）。これは，生徒 Cは気付いていないが，教師から見ると課題，もしくはそこ

まで高く評価していない生徒 Cの側面が存在する可能性が考えられた。将来に関する意識調査か

らは,（ⅰ）の回答で，5月にはなかったが 12月には「お父さんに言われたから」という他者の存在

を含む発言が見られたことから，将来について考える時に，自分の思いだけでなく，尊重したい重

要な他者の意見も重視するようになったことがうかがえた。これは,実習を通して,他者の存在が自

己を成長させてくれるものであり,気付かない自己の側面を教えてくれるという認識が生まれたこ

とに起因すると考える。また，（ⅲ）の回答において，12月には「手元をよく見て作業することを

やっていきたい。不器用で，物を落っことしてしまったりとかする。」と自己の課題に焦点化され

た言及が見られた。このことから，実習を経て，自己の課題に着目するようになり，更に改善しよ

うという前向きな考えを抱くようになった変化がうかがえる。 

（３）知的障害児の自己理解を促す支援 

上述したような生徒 B,生徒 Cにおける自己理解の変容には，協力校である A校の自己理解を促

す支援の工夫が関係していると考える。A校における自己理解支援における大きな特徴の一つが,

自己評価と他者評価の摺り合わせの実施であった。この取組みの効果は，生徒が他者の視点を得て,

自分では気付かなかった自身の姿の理解とそれをふまえた行動に繋がったことである。また，校内

実習期間中の生徒が教師に対して自分の進捗や活動を「報告」する仕組みも,生徒の自己理解を促

すものであった。報告ごとに,教師から生徒の活動への取り組みに対するフィードバックが行われ,

そこでの教師からの言葉掛けにより，生徒は自分の行動に対して自信を深め，自己の課題に気付き，

今後の行動に向けて考えを巡らせる効果が生じていることがわかった。そして，「自分の得意・苦

手を考えよう」「本日の目標を考えよう」など，繰り返し自己について問い,自己を見つめさせる支

援は，生徒に自己理解を深めるのに有効であったといえる。 

 

知的障害特別支援学校における「特別の教科 道徳」の 

授業づくりに関する研究 
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             特別支援科学コース 

 

１.はじめに  

2015 年３月 27 日、学習指導要領の一部が改正され、「道徳の時間」は「特別の教科 道徳」とし

て位置づけられた。その背景にはいじめなどの問題が深刻度を増し、心の危機に早く手を打つ必要

があったことから、子ども達の心に活力を与える道徳の授業へと質的改善を図ろうとした。学校教

育全体を通じて行う「道徳教育」と、その要としての道徳の時間の役割を明確にした上で、児童生

徒の「よりよく生きるための基盤となる道徳性」を養うために、適切な教材を用いて確実に指導を

行い、質的な向上を図ることができるよう、「特別の教科 道徳（以下、「道徳科」という）」として

新たに位置付け、目標、内容、教材や評価、指導体制のあり方が見直された。道徳の教科化にあた

っては、特に授業づくりに関して「主体的・対話的で深い学び」のある授業への質的転換が図られ

た。それは、子ども達が道徳的価値について、これまでの経験や感じ方と照らし合わせて、自分と

の関わりの中で考え、友達をはじめとする他者の考えと比べながら、自らの生き方を広げ深めると

いうものである。そのような授業を「道徳科」では 「考え、議論する道徳」と呼んでいる。吉本（2021）

は、「道徳科」の授業を実践していく上で必要なことは「道徳科の特質」を理解して授業を行うこと

であると述べている。小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編には、「道徳科の特質」とは、「学

校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要として、道徳的価値についての理解を基に、自己を見

つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての自覚を深める学習を通して道徳性を

養うことである」と示されている。 

特別支援教育においては、道徳科の目標、内容および指導計画の作成と内容の取扱いについては、 

特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部）に、小学校学習指導要領第３章「特別の教科 道徳」

に準ずるものと記載されている。これを受けて知的障害特別支援学校でも道徳科の授業を行うが、 

知的障害児の特性を考えると、会話をする際に話された内容を理解することや言葉で自分の意思を

伝えることに困難があると考える。知的障害児は学習によって得た知識や技能などが断片的になり

やすく、実際の生活場面の中で生かすことが難しい。そのため、実際の生活場面に即しながら、繰

り返し学習することにより、必要な知識や技能などを身に付けられるようにする指導が重要となる。

また、成功体験が少ないことなどにより、主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないこと

や、実際的な生活経験が不足しがちであることから、抽象的な内容の指導よりも実際的な生活の中

で具体的に思考や判断、表現ができるようにする指導が効果的である。そのため、知的障害特別支

援学校では、生活単元学習や自立活動などと関連させて道徳教育の授業を行っている実践が多く、

ソーシャルスキルトレーニングなどを用いて生活上のスキルを獲得することや道徳的価値について

知的な理解を図ることが目的となっている事例が多い。 しかし、こうした正しい行動をしたり、正

しいことを話したりすることができれば、「道徳性」が育成されるのだろうか。これまで、知的障害
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特別支援学校の道徳教育では、「道徳性」の育成に向けて使用できる教材や指導案が体系化されてお

らず、アプローチが不十分であり、本研究において知的障害児に対する道徳教育について研究開発

が必要であると考えた。  

 

２.研究の方法 

研究の方法としては、①学習指導要領（特別の教科 道徳）の中にある道徳科の授業づくりに求 

められているポイントを整理し、知的障害特別支援学校において道徳科の授業を行うにあたり必要

であると思われるポイントを「知的障害特別支援学校の道徳科の授業づくりの枠組み」としてまと

めた。その上で、②知的障害をもつ児童生徒の学習上の特性を踏まえた指導案を作成し、授業実践

と課題の分析を行い、有効な支援方法や授業展開について検討した。 

 

３.研究の概要 

第１章 知的障害特別支援学校における道徳教育の学習内容の体系化 

道徳科の授業づくりのポイントをもとに、学習指導要領を

参考にしながら、先行研究を踏まえて、筆者が知的障害特別支

援学校において道徳科の授業を行うにあたり、必要であると

思われるポイントを「知的障害特別支援学校の道徳科の授業

づくりの枠組み」（表 1）として示し、この枠組みに基づいて、

指導案を作成した。 

 

 

 

第２章 知的障害特別支援学校における道徳科の授業の実際と検討 

第 1 章で立案した「道徳科の授業」の一部について、日常会話が可能な高等部３年生を対象に、

道徳科の小学校５・６年生の内容項目Ｃ「規則の尊重（法やきまりの意義を理解した上で進んでそ

れらを守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと）」について授業実践と課題の分析を行った。 

(1)授業のポイント 

「規則の尊重」の授業においては、社会のきまりやマナーについて問題意識を高め「住みやすい 

社会をつくるためにきまりがある」ことについて気付くことを目指した。生徒指導をとおして法律

を守らないと警察に捕まり牢屋に入れられるという考えが根付いている生徒もいたが、本授業実践

では、「きまりやマナーは、みんなが住みやすい社会をみんなでつくる」という考え方をもち、きま

りやマナーの守り方を自覚にできるようにしたいと考えた。そこで、本授業では「なぜきまりがあ

って、どうして守ることが必要なのか」について考える機会としたいと考えた。 

 

(2)授業を実践した結果 

 この授業に参加した生徒の普段の授業の様子から「言語をとおして他者とやり取りをする中で、

      

  

 

－　　－60



特別支援学校の道徳教育では、「道徳性」の育成に向けて使用できる教材や指導案が体系化されてお

らず、アプローチが不十分であり、本研究において知的障害児に対する道徳教育について研究開発
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社会をつくるためにきまりがある」ことについて気付くことを目指した。生徒指導をとおして法律

を守らないと警察に捕まり牢屋に入れられるという考えが根付いている生徒もいたが、本授業実践

では、「きまりやマナーは、みんなが住みやすい社会をみんなでつくる」という考え方をもち、きま

りやマナーの守り方を自覚にできるようにしたいと考えた。そこで、本授業では「なぜきまりがあ
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 この授業に参加した生徒の普段の授業の様子から「言語をとおして他者とやり取りをする中で、

      

  

 

他者の意見を受け入れたり自分の考えを深めたりすること」や「抽象的なことについて理解して考

えること」について指導の難しさがうかがえた。また、通常、道徳科の授業では、１主題につき 1

単位時間の授業を構成しているが、これまで行ってきた授業を振り返ると、１単位時間だけでは主

題について考えを深めたり、「学習したことを心にとどめておいたりすること」が難しいのではな

いかと考えた。そこで、上記の課題意識をもとに、以下のように道徳科の授業を展開した。  

①他者とやりとりをして考えを深める 

本授業実践では生徒同士で話し合うことについては、話し合いの経験不足やコミュニケーション

能力の未熟さなどにより難しかった。そのような中で、教師が問いかけることで、生徒が自分なり

に意見を形成し、発言する様子が見られたため、教師と生徒とのやり取りをベースとして、教師と

生徒が問答をしている内容を、周りの生徒達が聞きながら自分の考えを深めていくプロセスを作り

出すことを試み、それを「議論している」と捉えて授業を行った。教師のスタンスとしては「模範

解答を教える」のでなはく、問い返しをしながら生徒が自分なりに考えるプロセスを重要視した。 

具体的な授業のエピソードとしては、授業の前半で「ペットボトルをポイ捨てしている人」の写

真を提示して、「これについてどう思うか、ポイ捨てしている人に言葉をかけてみよう。」と発問し

たところ、Bさんは 「ポイ捨てだめですよー。ごみ箱を探した方がいいですよ。」と発言していたが、

教師からの「みんながポイ捨てをすると町はどうなってしまうかな。」の問い返しや他の生徒の「遊

ぶ所がなくなる。」「他の人が困る。」などの発言を聞いて、授業の後半では「ごみがいっぱいだと道

が通れないから。守らないと、こまっちゃう。」などと、社会全体の住みやすさについて考えを広げ

て発言する様子が見られた。 

②抽象的なことをイメージして考えを深める 

抽象的なことをイメージして考えを深めることについては、道徳科の授業においても体験的な活 

動を取り入れることが有効であるとされているが、本授業実践をとおして、抽象的な発問であって

も、教材や発問の仕方を整え、教師や他の生徒の意見を聞きながら思考する中で、抽象的なことに

ついて考えることができるということが示唆された。知的障害の児童生徒の場合、発問をする際、

言葉のみでは内容を理解することが難しいため、考える場面や内容を可視化することとした。例え

ば具体的な場面の写真やイラストなどを提示しながら発問することで、それが思考の手がかりとな

り、自分の目の前で事物を見ているかのように提示した映像に思考がズームインされ、何を考えれ

ばよいかの理解が促されて発言することができていた。それに対して抽象的な発問は、目に見えな

いため考える対象があいまいであることから、思考することに難しさが見られた。本授業実践では、

授業の最初に「どうして社会のきまりやマナーを守るのか」という発問をした際には、生徒たちは

黙り込んでしまった。そこで、 「コンビニのレジで割り込みをしている人のイラスト」を提示しなが

ら、「これについてどう思うか、割り込みしている人に言葉をかけてみよう。」と発問したところ、

生徒達からは、「ちゃんとならんで。」「他にも並んでいる人がいるので、順番を守ってください。」

「ちゃんと並ばないと、他の人が困りますよ。」などという発言が出てきて、列への割り込みについ

て、教師と生徒間の問答が行われた。その後で、「どうして社会のきまりやマナーを守るのか」と抽

象的な発問したところ、思考がズームアウトされたように、具体的に提示した場面以外の見えてい

ない部分についても思考を広げて「みんなが楽しく買い物ができるように。」、「他に並んでいる人が

いるから、割り込んじゃうと他の人の迷惑になるから。」「きまりやマナーを守らない人がいると、
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きちんとやっている他の人が損をするから。」「次の人が困っちゃうから。」などと発言する様子が見

られた。 

このように、考える材料と

なる場面の情報を精選し可視

化して提示すると、思考をズ

ームインさせて考えられる

（表２）ことが分かった。その

ため道徳科の授業では、教師

と問答したり、周りの生徒の

話を聞いたりするなどの話し

合いを進め、その中で、「どう

して社会のきまりやマナーを

守るのか」という抽象的な発

問をすると、友達の意見も巻

き込みながら、視野を広げて

考えることができる（表３）のだと考えた。 

③学習したことを心にとどめる 

本授業実践では、内容項目 C規則尊重で「どうして社会のきまりやマナーを守るのか」という主

題について、７単位時間で授業を行った。１単位時間ごとに提示する場面設定を変えたり、提示す

る場面を少しアレンジしたりして、１主題について、繰り返し学習していく中で、生徒達の中に「今

どんなことについて学習しているのか」ということが認識され、発問に対して考えたり、発言した

りすることがスムーズになっていくことを感じた。また、単元をとおして評価してみると、同じ主

題について繰り返し考えて発言することで、様々な状況の中で、考えを広げていた。さらに、日常

生活場面での会話や次時で振り返りを行ったときの発言においても、学習したことが心にとどまっ

ていることが分かった。 

 

４.研究のまとめ 

本研究では、知的障害特別支援学校において「道徳科の特質」を踏まえた「道徳科」の授業を実

践していくため、道徳教育の指導のポイントを示し、知的障害児に対する授業実践を行い、支援方

法について検討した。これまで知的障害の子ども達は、身近な大人から言われるままに行動してい

ることが多く、自分なりに、それがどうして良いのか、どうして良くないのかを考えたり、自分の

意見を述べたりする機会が少なかったと考える。そうした中で「道徳科」の授業では、さまざまな

道徳的価値について考える時間や意見を述べる機会を設定し、自分達の生活や社会のことについて、

自ら友達の意見を聞いて議論することが可能であるということが本研究から示唆された。こうした

学習活動をとおして、大人に言われるままに行動するだけではなく、日常生活や今後出会うであろ

う様々な場面・状況において、自分なりの考えをもって行動することができる力を育んでいくこと

が大切であると考えた。 
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